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しそれぞれ中程度（r ＝ .46, p ＜ .001），（r ＝ .33, p 
＜ .001）の正の相関を示した。専門的な知識は授業
評定尺度と中程度（r ＝ .42, p ＜ .001），音楽知識量
とも中程度の正の相関（r ＝ .49, p ＜ .001）を示した。
楽器との関わり方は弱い正の相関（r ＝ .24, p ＜ .01）










































































































Mean SD F1 F2 F3
クラス運営に関する規律
器楽の授業では，子どもたちの意見や考えを聞くことが大切である 4.38 0.63 .87 .08 -.19
器楽の授業では，子どもが失敗したときに的確なアドバイスをすること
が大切である 4.49 0.77 .86 -.05 -.02
器楽の授業では，クラスの規律を決めることが大切である 4.21 1.20 .81 -.01 .14
器楽の授業では，クラスをうまくまとめることが大切である 4.18 0.80 .74 .09 .21
器楽の授業では，グループで教え合うことが効果的である 4.02 0.97 .77 .11 .05
器楽の授業では，グループで話し合うことが効果的である 4.11 1.16 .68 .10 .03
器楽の授業では，子どもたちのやる気を引き出すことが大切である 4.03 0.75 .63 -.03 .14
器楽の授業では，子どもが成功したときに一緒に喜ぶことが大切である 4.01 0.55 .62 .02 .04
器楽の授業では，子どもが自らやりたいことをやりたいように支援する
ことが大切である 3.58 0.82 .57 .07 .16
器楽の授業では，子どもたちの手本となるような楽器演奏ができること
が大切である 3.51 0.72 .55 -.15 .08
楽器との関わり方
器楽の授業では，楽しんで楽器を演奏することが大切である 4.23 0.93 -.08 .91 .01
器楽の授業では，苦手意識を捨てることが大切である 4.29 0.97 -.05 .88 .12
器楽の授業では，子ども自らが奏法を探索することが大切である 4.20 1.10 -.07 .82 -.15
器楽の授業では，楽譜の基本的な知識を教えることが重要である 4.17 0.77 .02 .74 .21
器楽の授業では，みんなで一緒に演奏することが大切である 4.00 0.91 .34 .67 .04
器楽の授業では，音楽の世界を広げることが重要である 4.15 1.06 .10 .63 -.24
器楽の授業では，自分を表現することが重要である 4.08 0.92 -.03 .52 -.19
専門的な知識
器楽の授業では，奏法に関する専門的な知識・技を教えることが重要で
ある 4.21 0.85 .03 .02 .87
器楽の授業では，音楽に関する専門的な知識を教えることが重要である 4.19 0.92 .37 .12 .81
器楽の授業では，作品や演奏全般に関する専門的な知識を教えることが
重要である 4.11 1.06 .10 .11 .75
器楽の授業では，毎日練習することが大切である 3.59 0.94 -.16 -.13 .71
器楽の授業では，外部講師など専門家の支援が効果的である 3.40 0.75 .16 .19 .61
器楽の授業では，名演奏家たちの演奏を聴くことが効果的である 3.41 0.81 -.21 -.09 .46
因子間相関 F1 .32 .41
F2 .48
表２　　器楽授業の構造尺度の信頼性の検討
Mean SD 授業評定尺度 音楽知識量
F1：クラス運営に関する規律 4.06 0.81 .46 .33
F2：楽器との関わり方 4.16 0.87 .24 .21
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性テスト（Musical Aptitude Test CD版）」を用
いた。関連する論文は，Ogawa, Y., Murao. T., & 
Mang, H.E.(2008) Developing a music aptitude 
test for school children in Asia. The 10th 
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